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平 成 2 6 年 ９ 月 ５ 日 

～「国際競争力と住みやすさを備えたモビリティ首都」を目指して～ 

パーソントリップ調査からみた今後の中京都市圏の 

目指すべき都市交通像などを取りまとめました 

中京都市圏総合都市交通計画協議会では、第５回中京都市圏パーソントリップ調査（平成 23 年

実施）のデータをもとに将来推計などを実施し、中京都市圏における都市交通の現状や将来見通し、

都市交通課題とその対応についての検討を進めてきました。 

この度、その検討結果について平成 16 年以来 10 年ぶりに「中京都市圏交通計画」として取りま

とめましたので、お知らせいたします。 

本計画は、都市交通政策の方向性と様々な実施すべき施策を提案し、施策が実施された将来の状

況を分析し提示しています。過去に取りまとめた計画は、地方公共団体等における都市や交通のあ

り方の検討や都市計画、交通計画等の策定に活用されています。  

【中京都市圏交通計画のポイント】 

◆スーパー・メガリージョンとしての都市交通像 

y リニア中央新幹線の開業を踏まえ、東京都市圏を同一圏域として視野に入れた全国で初めての交通計画 

y 東京都市圏へのストロー現象に打ち克つ、国際競争力のある都市交通像を提示 

◆モビリティセンターによる住みやすさの向上 

y 様々な地域の将来像･交通像に応じて多様なモビリティセンターを構築 

y 新たな交通手段（マイカーの相乗り、カーシェアリング等）と鉄道やバス等との連携 

   目指すべき都市交通像 

     リニア中央新幹線の開業に合わせて世界の諸都市と肩を並べる都市圏を創り上げる 

  －国際競争力と住みやすさを備えたモビリティ首都：中京都市圏－ 

1.添付資料 パンフレット：「国際競争力と住みやすさを備えたモビリティ首都：中京都市圏」を目指して 

＜調査結果データ、計画の詳細について＞ 

 協議会ホームページをご覧ください。http://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/chukyo-pt/index.html 

中京都市圏総合都市交通計画協議会…国土交通省、岐阜県、愛知県、三重県、名古屋市等により構成する組織で､ 

昭和 46 年の発足以来、40 年以上にわたって活動しています。 

                ストロー現象…都市間の交通網が整備され便利になると、人口や資本が大きな都市側に吸い寄せられること。 

モビリティセンター…交通結節機能と都市機能が集積したまちづくりの核となる地区 
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【中京都市圏の交通課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中京都市圏が目指すべき都市交通像】 

y 以上の交通課題に対応する、ｽｰﾊﾟｰ･ﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝに相応しい都市交通像を創ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

� 中京都市圏の魅力を高めてｽｰﾊﾟｰ･ﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝ

の活力を都市圏内に取り込み、都市圏全体に

波及させる交通機能の強化が求められます。

ｽｰﾊﾟｰ･ﾒｶﾞﾘｰｼﾞｮﾝに相応しい交通機能強化  

� リニア開業に合わせて中京都市圏の国際競争

力を高めるため、交通サービス水準を高める

ことが求められます。 

国際的な都市と比べ低い交通サービス水準 

 

� 利用者が減少する公共交通機関を確保・維持していくことが求められます。 

� 交通手段利用傾向の異なる地域毎に、最適な交通手段の使い分けが可能な交通体系が求められます。

� 高齢者の自動車利用増加に対応した安全な交通の実現が求められます。 

� 東京都市圏へのストロー現象に打ち克つ、都市圏の活力向上をもたらす「まち」の魅力向上が求め

られます。 

交通に関する様々な課題 

 

リニア中央新幹線の開業に合わせて世界の諸都市と肩を並べる都市圏を創り上げる 

－国際競争⼒と住みやすさを備えたモビリティ⾸都：中京都市圏－ 
 

目指すべき都市交通像 

資料：国土のグランドデザイン２０５０

リニア中央新幹線開通による大交流圏の形成 

中京都市圏の交通課題と目指すべき都市交通像 

中京都市圏が抱える様々な交通課題に対応し、 

リニア開業に合わせて国際競争力のある都市圏を創ることが重要です。 

目指すべき都市交通像のイメージ 

注：各都市や各都市主要駅のデータを点数化してグラフ化

交通サービス水準の国際都市間比較 
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容の例示】
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都市交通政策の方向性と実施すべき施策（抜粋） 

様々な地域の将来像･交通像に応じて多様なモビリティセンターを構築します。 
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【都市圏交通計画とは】 

y 前回平成 16 年に策定して以来、10 年ぶりの策定となります。 

y パーソントリップ調査結果を基に将来予測を実施し、中京都市圏が目指すべき都市交通像や、都市

交通政策の方向性と実施すべき様々な施策を提案しています。 

y 過去に取りまとめた計画は、地方公共団体等の都市計画、交通計画等の策定に活用されています。 

【リニア中央新幹線開業を見据えた計画】 

y 前回までは、都市圏内の交通を対象とした計画でしたが、リニア中央新幹線開業により東京都市圏

が１時間圏域（同一圏域）となることから、今回全国で初めて都市圏間を跨ぐ交通を視野に入れた

交通計画を取りまとめました。 

【パーソントリップ調査とは】 

y パーソントリップ調査（パーソン＝人、トリップ＝移動）とは、「出発地・目的地」「移動目的」「移

動時刻」「交通手段」などを調査し、人の１日のすべての移動量を捉えるものです。 

y 中京都市圏パーソントリップ調査は、昭和 46 年以降 10 年毎に実施しており、平成 23 年に愛知県、

岐阜県南部、三重県北部を対象圏域として５回目の調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査の対象者】 

y 中京都市圏にお住まいの方から無作為に選ばれた約 45 万世帯の構成員（５歳以上）の全員を対象と

し、約 31 万人の方にご回答頂きました。 

【将来予測について】 

y 将来の交通の状況を検討するため、平成 37 年、平成 47 年時点における将来交通量推計を実施しま

した。 

◆推計における前提条件 

夜間人口、人口構成 国立社会保障・人口問題研究所のコーホート要因法による推計値を使用 

就業人口 国勢調査結果に基づく経年変化から３県１市別の将来就業率を推計 

従業人口 国勢調査における現況就従率を用いて推計 

免許保有率 免許保有状況を考慮して中京都市圏を６つの地域に区分し、年齢階層別の過去からの免

許保有率の経年変化を考慮して推計 
  

対象市町村数 

岐阜県南部    16 市 16 町 
愛知県全域   37 市 15 町 2 村

（名古屋市を含む）
三重県北勢地域 5 市 5町 
中京都市圏     58 市 36 町 2 村

対象面積 10,463km2

総人口 9,999 千人

５歳以上人口 9,485 千人

中京都市圏交通計画とは 

中京都市圏が目指すべき都市交通像や、実施すべき様々な施策の提案を 

取りまとめたもので、１０年ぶりの策定となります。 

※ 

※鈴鹿・亀山地域は 

第３回調査圏域には

含まれていない。 



 

 

 

 

 

【

 

 

 

 

【

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

凡

H

H

H

H

（予

（予

�

代

y 平成３７

ような新

行った結

この 10 年

自動車トリ

3,0

6,0

9,0

12,0

15,0
千人

鉄道

(9.9)

<0.86>

(9.3)

<0.89>

(10.8)

<1.00>

(10.1)

<0.92>

(9.7)

<0.85>

(1.9)

<1.54>

(1.3)

<1.14>

(1.2)

<1.00>

(1.1)

<0.92>

(1.1)

<0.85>

0 5,00

凡例

H3

13

23

37

47

予測）

予測）

中京都

今後人口

自

� 少子高齢化

少子高齢化

代表交通手段

【第３

公共交通利用

年、平成４

新しい行動や

果（現在実

年間で初めて

人口

リップ数は

15,431

(0.80)

5,616

(0.70)

0

000

000

000

000

000

S46

人

バス 自動車

(50.6)

<0.78>

(57.6)

<0.97>

(61.4)

<1.00>

(64.3)

<1.03>

(65.8)

<1.00>

00 10,000

都市圏の

口減少や少

自動車の移

化等に伴い、

化が進むと見

資料：中京

段別トリップ

３回調査圏域

用トリップが２割

７年の将来

や施策を行わ

実施されてい

て総トリッ

口・トリップ
注

はほぼ横ばい

 

16,855

(0.88)

17

(0

6,623

(0.83)

7

(0

S56

二輪車

(16.7)

<1.43>

(14.3)

<1.33>

(11.0)

<1.00>

(10.6)

<0.94>

(10.2)

<0.87>

徒歩

(20.9

<1.37

(

<

<

(13

<0.

15,000 2

の交通実

少子高齢化

移動は横ば

、ここ 10 年

見込まれるな

京都市圏パーソン

プ数の推移と

域での推移】

割程度減少 

来見通しにつ

わなかった場

いる対策のみ

ップ数が減少

プ数の推移と
注：人口は中京都

い、公共交

7,975

0.93)

19,71

(1.02

7,306

0.91)

7,679

(0.96

H3 H13

(

(

(

(

(

( )内
< >内

千歩

9)

7>

(17.5)

<1.26>

(14.4)

<1.00>

(14.2)

<0.97>

3.4)

88>

不明

(0.0)

<0.00>

(0.0)

<0.00>

(1.2)

<1.00>

(0.0)

<0.00>

(0.0)

<0.00>

0,000 25,000

実態と将

化が進むこ

ばいですが

間で初めて

なか、トリ

初めて

将来は

ントリップ調査

と見通し 

 

6 

ついては、今

場合に直面す

みが行われる

少、今後も

と見通し 【
都市圏内に居住す

交通トリップ

6

)
19,236

(1.00)

9

)

7,997

(1.00)

H23

20,555
(100.0)
<0.94>

22,481
(100.0)
<1.03>

21,810
(100.0)
<1.00>

21,574
(100.0)
<0.99>

20,511
(100.0)
<0.94>

は構成比 
は対H23比

トリップ

0

将来見通

ことで、総

が、鉄道や

て総トリップ

ップ数も減

てトリップ数が

は更に減少する

0

凡例

H3

H13

H23

H37

H47

（予測）

（予測）

今後、中京都

すると思われ

るケース）で

も減少の見通

資料：中京

【第１回調査
する５歳以上人

プ数は２割

19,132

(0.99)
18

(0

8,020

(1.00)
7,

(0

H37 H
（予測） （予

通し（概

総トリップ

やバスは減

プ数が減少に

減少し続けて

が減少 

見通し 

目的別

【第

出勤

(16.1)

<0.96>

(16.0)

<1.04>

(15.8)

<1.00>

(15.5)

<0.97>

(15.2)

<0.90>

登校

(8.7)

<1.21>

(6.7)

<1.02>

(6.8)

<1.00>

(6.5)

<0.94>

(5.9)

<0.81>

(19

<0.

(2

<0

(2

<1

(2

<1

(28

<1.

5,000

都市圏が、こ

れる都市交通

です。 

通し】 

都市圏パーソン

圏域での推移
人口 

割程度減少の

8,216

0.95)

664

0.96)

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H47

千トリッ

予測）

概要） 

数は減少す

少する見通

に転じました

ていく見通し

資料：中京都

トリップ数の

３回調査圏域

自由

.9)

73>

24.2)

0.96>

25.9)

1.00>

27.5)

1.05>

8.5)

04>

業

(14.8)

<1.67>

(11.1)

<1.37>

(8.4)

<1.00>

(8.0)

<0.94>

(8.1)

<0.91>

10,000 15

これまでの流

通課題を提示

ントリップ調査 

移】 

の見通し】

( )内は対

プ

14歳以下

15～64歳

65歳以上

総トリッ

する見通し

通しです。

た。今後さら

しです。 

都市圏パーソン

の推移と見通

域での推移】

業務 帰宅

(40.5)

<0.92>

(41.9)

<1.04>

(41.6)

<1.00>

(42.5)

<1.01>

(42.4)

<0.96>

<

<

5,000 20,000

流れを変え

示するため

 
       

 

対H23比

下

歳

上

プ数

しです。

。 

らに人口減少

ントリップ調査

通し 

】 

20,55
(100.
<0.94

22,48
(100.
<1.03

21,81
(100.
<1.00

21,57
(100.
<0.99

20,51
(100.
<0.94

( )内は構成
< >内は対H

千トリッ不明

(0.0)

<0.00>

0

(0.0)

<0.00>

(1.6)

<1.00>

(0.0)

<0.00>

(0.0)

<0.00>

25,000

る

に

  

 

少・

55
0)
4>

81
0)
3>

10
0)
0>

74
0)
9>

11
0)
4>

成比 
H23比

ップ



 

 

 

 

【

 

 

 

  

【

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�

�

�

交通手段の

  【名古

郊外部で増

徒歩

0

20

40

60

80

100%

� 公共交通

� それ以外の

中京都

� 買物や食事

らす自由

ると、主要

部での増加

小ゾーン別

【

の利用傾向

屋市を発着す

移動

増加する自

二輪車

（鉄道やバス

の地域間の移

都市圏の

中京都市

高

事・娯楽など

トリップの

要都市中心部

加が顕著とな

資料：中

別自由目的集

第４回調査

向は地域によ

するトリップ

パターン別所

由トリップ

 

バス

自動車

ス）は、主に

移動では自動

の交通実

市圏では地域

高齢者の自動

ど、まちの賑

ここ 10 年間

部や鉄道駅で

なっていま

中京都市圏パー

集中量の変化

圏域での集計

よって異な

プ】    

所要時間別代

プ】   

所

鉄

に名古屋市

動車が多く

実態と将

域によって

動車利用が

賑わいをも

間の変化をみ

ではなく郊外

す。 

ソントリップ調

（H23/H13）

計】 

7 

なる】 

    

代表交通手段

   【高

要時間

鉄道
0

20

40

60

80

100%

446

55

62

52

457

0

凡例

H3

H13

H23

H37

H47

（予測）

（予測）

年

を発着する

利用されて

将来見通

て交通手段

が大きく増

た

み

外

調査

 

【その他の地

段構成 【第

高齢者の自

二輪車

徒歩
%

15歳未満

6

6

5

7

7

15～

年齢階層別自

【第
注：

H37 以降

全自動車利

移動で多く

います。

� 高齢者の

自動車を

将来は全

占める見

通し（特

段の利用傾

増加する見

地域間のトリッ

資料：第５回

第５回調査圏

自動車利用が

バス

自動車

～64歳

9,576

11,187

10,413

9,918

9,153

65～7

5,000

資料

自動車利用ト

第３回調査圏
トリップ数は、

は個人属性を持

用者の約 3割を

利用されて

の増加、免許

を利用する高

全自動車利用

見通しです。

特徴） 

傾向が異な

見通しです

ップ】 

回中京都市圏パー

圏域】 

が増加の見

ス

4歳

318

1,

1,8

2,146

75～84歳

60

10,000

：中京都市圏パ

トリップ数の

圏域での推移
H23 以前は生成

持った推計法によ

を高齢者が占める

ています。 

許保有率の高

高齢者が増加

用者の約３割

。 

なります。

す。 

 
ーソントリップ調

見通し】 

所要時間

鉄道

( )内

943

664

870

歳

226

584

1,486

1,623

85歳以上

7

31

113

163

156

15,0

パーソントリップ

の推移と見通

移】 
成量、 

よる生成量 

る 

高まりにより

加しており

割を高齢者

 

調査 

10,407

(0.78)

12,944

(0.97)

13,400

(1.00)

13,964

(1.04)

13,535

(1.01)

内は対H23比　

千トリップ

000

プ調査

通し 

り、

、

者が
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【施策実施による効果】 

 

 

 

 

 

 

将来交通需要予測で評価した施策の内容 

シナリオ シナリオの条件 

交通サービス改善 待ち時間や所要時間の短縮、運賃割引や自動車利用抑制の実施 

都市構造の見直し 人口が集中し鉄道駅がある地域に夜間人口や昼間人口が移動 

生活習慣の見直し 自動車に頼り過ぎず、かしこく多様な手段を使い分ける生活習慣が浸透 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通利用トリップ数の変化（H47） 

 

 

 

 

  
 

80%

85%

90%

95%

100%

105%

現在実施

されている

対策のみ実施

交通ｻｰﾋﾞｽ改善 さらに

都市構造を

見直し

さらに

生活習慣を

見直し

公
共

交
通

利
用

ト
リ

ッ
プ

数
の

変
化

率

（
H

2
3
を

1
0
0%

と
し

た
比

率
）

人口減少や高齢化、

免許保有進展
により減少

-12
ﾎﾟｲﾝﾄ

+6
ﾎﾟｲﾝﾄ

+5
ﾎﾟｲﾝﾄ

+1
ﾎﾟｲﾝﾄ

（総合的取り組み）
H23

=100%

� 左図のように、「交通サービス改善」「都

市構造の見直し」「生活習慣の見直し」

に総合的な取り組むことで、人口減少下

でも、多様な移動手段の１つを成す公共

交通利用者数を維持することができる

見通しです。 

� また、地域や身近にいる人同士が支えあ

う共助、超小型モビリティのシェアリン

グなどの新たな交通手段※の普及によ

り、誰もが移動できる交通手段が確保さ

れた交通状況を見通しています。 
※新たな交通手段：カーシェアリングや超小型モビリ

ティシェアリング、コミュニティサイクル、自家用有償

旅客運送、地域や身近にいる人同士が支えあう共助によ

るマイカー相乗りなどのいわゆる準公共交通と呼ばれ

る移動手段 

中京都市圏の交通実態と将来見通し（施策実施効果） 

将来の交通課題に対応し国際競争力を備え、住みやすさを確保した都市交通像を 

実現するためには、「交通サービス改善」「都市構造の見直し」「生活習慣の見直し」の

３つの取り組みを総合的に進めることが必要です。 

※グラフの公共交通利用とは、鉄道やバスの利用についての指標であり、 

計画内で提案している新たな交通手段の利用は含まれていません。 

� 将来の交通課題に対応するため、交通サービス改善、都市構造の見直し、そして生活習慣の見直しに

関するシナリオを設定し、定量的に評価しました。 

� 「交通サービス改善」「都市構造の見直し（拠点等への人口集積）」「生活習慣の見直し（かしこいク

ルマの使い方）」の総合的な取り組みにより、様々な課題が現在（平成 23 年）より改善する見通し

です。 

リニア（名古屋駅）を中心とした 

交流ポテンシャルの変化（H47） 

� 総合的な取り組みにより、中京都市圏の様々な課題も改善する見通しです。 

一人当たり交通事故削減量の変化（H47） 

※発生集中量：

ある地域を出

発・到着する

移動量 

90%

100%

110%

120%

現在実施

されている

対策のみ実施

総合的取り組み

一人当たり交通事故削減量
（増加するほどよい）

-1%

+3%H23
=100%

90%

100%

110%

120%

現在実施

されている

対策のみ実施

総合的取り組み

リニア（名古屋駅）４０分
圏域の発生集中量
（増加するほどよい）

-6%

+19%
H23

=100%


